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研究成果の概要（和文）：本課題はロマン派期文芸における妖精表象の実態をスコットおよびホッグの作品群に
焦点をあて検証した。両者による土着の口承伝統を巡る論考や、詩や小説での妖精の描出例は数多く多岐に亘
り、一見懐古的な様相の背後に隠された先鋭的な近代性、独創性と実験性に溢れ、同時代英国文壇で稀有な存在
感を放ったと考えられる。これらの例の検証の結果、両者の妖精譚は同時代現実世界に向けた眼差しの体現であ
り、啓蒙主義の開花とロマン派期文芸の独特の展開をみたスコットランドにおける両潮流のせめぎ合いの顕現で
あり、口承伝統と古典叙事詩の借用を折衷した神話創造の試みで、両者の文学性に密接に関連するという仮説の
裏付けを得た。

研究成果の概要（英文）：This project explored representations of fairies in the literature of the 
Romantic period, with a particular focus on the works by Walter Scott and James Hogg. Both created a
 plethora of writing on fairies including poems, novels and essays on the oral tradition. Despite 
the apparently nostalgic textual surface, these works are filled with acute modernity, originality 
and experimentation, which presumably gave them a rare sense of presence in the contemporary 
literary world. Through the analyses of these examples, this study obtained supports for the 
following hypotheses: (1)fairy writing by Scott and Hogg embodies their questioning on their 
contemporary real-world; (2)it manifests the intersection and tension between Romantic and 
Enlightenment literary currents which saw a unique development in Scotland; (3) it is an attempt of 
modern myth-making infused by the eclectic borrowings from oral tradition and classic epic; and (4) 
it is closely interconnected with their literary ingenuity.

研究分野： イギリス文学

キーワード： ロマン派期イギリス文学　ロマン派期ヨーロッパのフォーク・リヴァイヴァル　ウォルター・スコット
　ジェイムズ・ホッグ　妖精譚
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１．研究開始当初の背景 

 

 早くも 14 世紀 The Canterbury Tales で
「はるか昔にこの国には溢れんばかりに存
在していたが、もはや見ることができない」
とされ、20 世紀幕開け間もないロンドンで
日々上演され人気を博した J. M. Barrie の
Peter Pan では妖精 Tinker Bell の瀕死の姿
が提示されて久しい。現在に至る英国の文学
や芸術作品において妖精は依然として描か
れ読まれ続け、特異な存在感を放っている。 

 なぜ妖精が描かれ続けるのか、様々な時代
の詩人・作家・芸術家に造形された妖精像に
はいかなる時代背景・文化事情・作家個々の
願望、問題意識、独創性が織り込まれるのか、
という疑問が本研究の前提となる出発点で
ある。妖精とは異世界や他者の表象ではなく、
むしろ自己の姿、同時代の文化・社会を描い
た自画像・風景画の反転なのではないだろう
か。たとえば 20 世紀後半の女性作家 Angela 

Carter は当時の文壇に多大な衝撃を与えた
短編集 The Bloody Chamber でいわゆる「伝
統的」な妖精譚及び妖精像を独創的に、そし
て破壊的に書き直し、これらが象徴する「近
代」の呪縛を解くことを追求した。それでは、
Carter が挑戦を続けた「伝統的な妖精譚」と
は英国においていかに形成され、どのような
特質と意義を持つのか。Carter の作品研究を
出発点に、本研究課題の代表者は一貫してこ
の問題を追及してきた。 

 18-19 世紀ヨーロッパにおける妖精譚（本
論では民話、伝統的もしくは個人によって創
作された妖精譚を包括的に指す用語として
この語を使用する）の研究はグリム兄弟によ
る Kinder- und Hausmärchen を主な研究対
象として展開してきた。ドイツ・ロマン主義、
ナショナリズム言説の展開という観点から
のグリム研究は数多く行われており、Jack 

Zipes が The Brothers Grimm: from 
Enchanted Forests to the Modern World 

(New York: Palgrave Macmillan, 2002)はじ
め一連の著作で繰り返し提示した、グリムが
蒐集した妖精譚およびそこに提示された英
雄像・妖精像・倫理観・教訓は近代市民社会
の発展を推進する役割を負い、国民国家の展
開を支える思想的バックボーンとして機能
し、文化ナショナリズム言説の素材・媒体と
しての役割を負ったという仮説は、民話を読
み解く上でのアプローチとして一定の地位
を獲得している。 

 他方、英国文学・芸術・文化において「妖
精と近代」を巡る問題は Katherine Briggs

による先駆的な研究(The Anatomy of Puck: 
an Examination of Fairy Beliefs among 
Shakespeare ’ s Contemporaries and 
Successors. 1959. London: Routledge, 

2003) 以 降 、 近 年 で は Jenifer Shacker 

(National Dreams: The Remaking of Fairy 
Tales in Nineteenth-Century England. 
Philadelphia: U of Pennsylvania P, 2003)、

Nicola Bown (Fairies in 
Nineteenth-Century Art and Literature. 

Cambridge: Cambridge UP, 2001)、Carole 

Silver (Strange and Secret Peoples: Fairies 
and Victorian Consciousness. Oxford: 

Oxford UP, 1999) らによって検証され、過去
10 数年では同テーマの研究が従来に比べ活
発に行われ、しばしば最新の批評理論の応用
も見られるが、先行研究の数は多いとはいえ
ず、特にロマン派妖精譚に関する先行研究の
蓄 積 は 乏 し い 。 Bown が Fairies in 
Nineteenth-Century Art and Literature 冒
頭の序章で簡潔に行った指摘、すなわち 19

世紀英国文学および絵画で造型された妖精
像はスコットランド及びアイルランドのナ
ショナリズム言説と通底するという指摘は
極めて重要である。しかしながら Bown によ
る研究は上記の指摘以上にこの問題に踏み
込むことはなく、以降スコットランド出身作
家を検証の対象とすることはなく、同指摘が
喚起する一連の重要な問題―(1)スコットラ
ンド出身の詩人・作家・文人たちが英国にお
ける「妖精譚の伝統」の形成に果たした役割
(2)彼らによる妖精譚、妖精と妖精の国の造型
の実態とそこに関与した文化ナショナリズ
ム言説はじめ一連の「近代」的な言説(3)妖精
像が前景化する、ヨーロッパ大陸で展開した
ロマン主義文学と同時代スコットランド文
学の連動性(4) (3)を踏まえて浮かび上がるス
コットランドロマン主義文学の特性、といっ
た問題はほぼ看過され続けてきた。現在
Sarah Dunnigan が中世から現代に至るスコ
ットランド文学における妖精譚というテー
マで研究を行っておりスコットとグリム兄
弟の関連を巡る論考も発表しているが、妖精
のモチーフが文化ナショナリズム言説の形
成と流通に果たした役割の検証や、「妖精と
近代」というテーマを個別の作家・作品に即
し深く掘り下げた研究は行っていない。 

 加えて、妖精譚の研究は従来、「民話」と
して文化人類学的な視点により行われる研
究が主流であった。このアプローチで行われ
る研究では、「口承」で伝えられ語り手や収
集者による改変を加えられていない、「純正」
な状態の「伝統的な妖精譚」の優位性が偏重
され、芸術家個人により創作された「創作妖
精譚」は研究対象から排除あるいは糾弾され
るという傾向がある。この傾向は 19 世紀末
ロンドンで Folklore Society が設立された当
初に一端を発すると言える。このため「文学
における妖精表象」は文化人類学者から、ま
た文学研究者からも看過される傾向にあり、
学界での待遇という点で、研究対象としてい
わば圧倒的な市民権を得て作品アンソロジ
ーや先行研究が豊富な幽霊譚・幽霊表象とは
対極にあったといえる。本研究課題は以上を
意識した上で、先行研究に看過される傾向に
あった空隙である、より捉え難く複雑性に富
むロマン派期スコットランドにおける創作
妖精譚のうち、特に独創性に富み 19 世紀英



国における妖精譚の創作と受容のネットワ
ーク上、稀有な存在感と影響力を持ったと考
えらえるウォルター・スコットとジェイム
ズ・ホッグによる作品群を対象とした。 

 

 

２．研究の目的 

 

 ロマン派期ヨーロッパに展開したフォー
ク・リヴァイバル―定説としては主に民話に
象徴される（しかし本研究課題の仮説として
は、創作妖精譚が果たした役割も大きい）伝
統的国民文化の発見、収集と再創造の運動―
の実態を、従来看過される傾向にあった、同
運動におけるスコットランドの位置および
文学作品として創作された妖精譚の再検証
を通して明らかにする。口承バラッドを典型
的な対象として展開した「伝統」文化の蒐集、
保存、さらに創造・ねつ造の活動がヨーロッ
パの他地域に先駆け大規模に行われ、グリム
兄弟にも多大な影響を与えたスコットラン
ドにおけるフォーク・リヴァイヴァル運動に
通底した近代的な感覚を文学作品の分析を
通し検証する。具体的な方法論として Walter 

Scott 及び James Hogg による作品群の分析
を行い、彼らにより紡ぎだされた妖精譚に特
徴的に見られる重層的な魔術化・再魔術化プ
ロセス、時間・空間表象、地域・土地への執
着、喪失感と所在なさ、ノスタルジーという
モチーフの特異性を分析し、上記がいかに
「近代」を暗喩し表象するかを追究する。 

 

 

３．研究の方法 

 

 国内での予備調査を経て、夏期に集約的に
海外での文献調査（エディンバラ大学図書館、
スコットランド国立図書館、オックスフォー
ド大学附属ボドリアン図書館、ブリティッシ
ュ・ライブラリー）を行い、一次資料および
二次資料の閲覧調査・収集作業を実施した。 
 収集した資料の分類、読解分析を経てスコ
ットおよびホッグの作品群における「妖精」
並びに前近代的なモチーフの直接描写や間
接的・比喩的な言及箇所の例を収集し、各箇
所における妖精の造型法および用法を検証
した。検証の際には Stephanie Barczewski、
Katie Trumpener の研究を始めとする、ブリ
テン諸島で展開したロマン主義文学・美術に
おける英雄・吟遊詩人等、前近代的なモチー
フを用いた神話創造の実態を検証した論文
を参照し手掛かりとした。 
 
 
４．研究成果 
 
 本研究課題はイギリス・ロマン派期文芸に
おける妖精表象の実態をスコットおよびホ
ッグの作品群に焦点をあてた。両者による土
着の口承伝統を巡る論考や、詩や小説での妖

精の描出例は当初の予想以上に数多く多岐
に亘り、一見懐古的な様相の背後に隠された
先鋭的な同時代性、独創性と実験性に溢れ、
同時代英国文壇で稀有な存在感を放ったと
考えられる。本研究課題では、海外および国
内での文献調査による多数の例の収集と検
証の結果、両者の妖精譚は同時代現実世界に
鋭く向けた眼差しの体現であり、啓蒙主義が
開花した一大拠点でありつつロマン派期文
芸の独特の展開をみたスコットランドにお
ける両潮流のせめぎ合いの顕現であり、同時
代の現実世界におけるスコットランドの位
置を模索する手掛かりとして、口承伝統と古
典叙事詩の借用を折衷して行った神話創造
の試みであり、さらに両者の文学性、創作上
の美学や実験に密接に関連する意図的に選
択された表現様式であるという仮説の裏付
けを得ることができた。作業の過程で両者に
よる妖精表象には当初の予想以上の拡がり、
フォーク・リヴァイヴァルとしての一側面を
超えた多彩な様相があり、先行する時代の文
学作品や同時代言説との複雑な関連があり
があることが判明したため、読解分析に時間
を要し、期間内に論文を完成することができ
なかったが、論文執筆作業は継続し完成を目
指す。 
 国内外の先行研究にはヴィクトリア朝期
妖精譚や通史的な英国幽霊譚研究は多数存
在するが、より捉え難く複雑性に富むロマン
派期妖精譚を扱う先行研究は、民話研究の分
野では存在するものの、文学研究の領域では
数少ない。この為、本プロジェクトはこの空
隙を埋める作業に一定の貢献を行ったとい
う評価は可能であろう。 
 本プロジェクトの直接的な成果は学会発
表１篇である。関連してロマン派以降の妖精
譚の展開の考察も試み、(1)ヴィクトリア朝
期妖精譚（ウィリアム・サッカレーとチャー
ルズ・ディケンズによる妖精譚の比較）、
(2)20 世紀児童・幻想文学（メアリ・ノート
ンの作品群）について研究発表を 1 篇ずつ行
った。 
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